
変
わ
ら
な
い
願
い

　
ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
鵠
沼
松
が
岡
に

入
職
し
た
の
は
、
2
0
1
8
年
秋
で
し

た
。
入
職
時
は
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
後
に
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
、
管
理
者
、
支
配
人
代

行
を
経
て
、
本
年
1
月
1
日
付
け
で
支

配
人
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
入
職
か
ら
約
７
年
、
職
務
に
変
遷
が

あ
っ
て
も
、
ご
入
居
者
さ
ま
の
暮
ら
し

を
守
り
た
い
、
で
き
る
だ
け
長
く
お
住

ま
い
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
は
不

変
で
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
私
た
ち
の

働
く
環
境
を
健
や
か
に
保
つ
こ
と
が
必

須
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
が
心
安
ら
か
に
、

明
る
く
過
ご
せ
れ
ば
心
に
余
裕
が
生
ま

れ
、
ご
入
居
者
さ
ま
に
よ
り
丁
寧
に
、

ハ
ー
ト
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　支
配
人
に
必
要
な
も
の

　
こ
れ
ま
で
は
、
管
理
者
の
私
が
マ
ン

パ
ワ
ー
と
な
り
立
ち
回
れ
ば
何
と
か
な

る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

支
配
人
と
し
て
は
、
ス
タ
ッ
フ
を
信
じ

て
任
せ
切
る
覚
悟
が
必
要
だ
と
気
づ
き

ま
し
た
。
任
せ
る
の
だ
か
ら
細
か
い
指

示
で
は
な
く
、
ス
タ
ッ
フ
の
め
ざ
す
目

標
へ
の
意
識
付
け
を
す
る
、
そ
の
た
め

に
話
を
聞
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
を
経
験

　
学
校
卒
業
後
は
子
ど
も
服
の
型
紙
作

家
で
、
自
作
の
販
売
サ
イ
ト
を
ご
覧
に

な
っ
た
出
版
社
さ
ん
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
、
本
の
出
版
も
経
験
し
ま
し
た
。

洋
服
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ブ
ー
ム
に
翳
り

が
見
え
た
頃
、
元
気
だ
っ
た
主
人
が
病

に
倒
れ
ま
し
た
。
主
人
を
在
宅
介
護
し

子
育
て
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
安

定
し
た
収
入
を
得
る
た
め
選
ん
だ
の
が

介
護
業
界
で
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
働
き
な
が
ら
介
護

資
格
を
取
得
。
主
人
は
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
も
利
用
し
て
い
た
の
で
、
家
族
の

介
護
者
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
気
持
ち
の

両
方
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

選
べ
る
贅
沢
と
挑
む
自
由

　
欲
し
い
も
の
を
選
択
で
き
る
こ
と
は
、

実
は
と
て
も
贅
沢
な
こ
と
。
こ
れ
か
ら

移
動
販
売
や
理
美
容
な
ど
の
回
数
や
種

類
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ご
入
居
者
さ
ま
と
私
た
ち
、
と
も
に

や
り
た
い
こ
と
を
諦
め
ず
、
挑
戦
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
「
今

日
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
一
番
若
い
日
」

な
の
で
す
。
一
人
で
つ
ら
さ
を
抱
え
込

む
の
で
は
な
く
、
誰
か
と
一
緒
に
な
ら

取
り
組
む
苦
し
さ
も
、
き
っ
と
喜
び
に

変
わ
り
ま
す
。
何
気
な
い
日
常
で
、
心
か

ら
笑
い
合
え
る
仲
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

ウエリスオリーブ
鵠沼松が岡

\   2025年に着任の支配人をご紹介します！  /

荒木 支配人

神奈川県出身。介護業界に入ってから、
一般的に思われているより魅力的な仕
事だと強く認識。魅力ややりがいのある
仕事だからこそ、ぜひ若者に入ってきても
らいたいと切望しています。

『女の子のお洋服』
日本ヴォーグ社／荒木支配人著
デザインがかわいいと読者から高評価！

ベンガルの琥珀、スコティッシュフォールド（立ち耳）のテト、愛猫2匹
が癒やし。グルーミング後にベロをしまい忘れがちなテトです。

ほ
か
の
誰
か
の
た
め
に

　
介
護
業
界
へ
入
る
前
は
、
異
な
る
分

野
で
の
営
業
職
に
長
く
就
い
て
い
ま
し

た
。
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
あ
る

日
、
父
親
が
末
期
が
ん
に
。
在
宅
ケ
ア

を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
過
ご
し
た
期
間
、

何
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
深
く
後
悔

し
ま
し
た
。

　
看
取
り
後
に
離
職
し
、
福
祉
系
専
門

学
校
に
2
年
通
学
。
介
護
福
祉
士
の
資

格
取
得
後
に
介
護
業
界
へ
。
父
親
に
は

何
も
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
自
分

の
身
を
困
っ
て
い
る
誰
か
の
役
に
立
て

た
い
と
強
く
思
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。

知
識
と
技
術
を
吸
収

　
最
初
に
入
職
し
た
老
人
健
康
保
険
施

設
で
は
、
認
知
症
棟
が
担
当
部
署
で
、

思
わ
ぬ
行
動
に
は
理
由
や
目
的
が
あ
る

と
実
体
験
か
ら
学
び
ま
し
た
。
関
係
ス

タ
ッ
フ
と
連
携
し
、
話
し
合
い
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
ご
本
人
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
は
十
分

に
可
能
だ
と
思
い
至
り
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
中
の
方
の
在
宅
復
帰
支
援

も
業
務
で
し
た
。
普
段
は
車
椅
子
の
方

が
、
両
脇
か
ら
職
員
に
抱
え
ら
れ
な
が

ら
で
も
、
ご
自
分
の
足
で
階
段
を
上
が

れ
た
こ
と
に
い
た
く
感
動
し
ま
し
た
。

ご
自
宅
で
の
生
活
を
見
守
り
た
い
と
思

い
、
訪
問
介
護
職
も
経
験
し
ま
し
た
。

点
か
ら
線
の
ケ
ア
へ

　
訪
問
介
護
で
は
、
一
部
の
時
間
に
訪

問
す
る
た
め
に
ケ
ア
は
点
と
な
り
ま
す
。

我
が
家
で
過
ご
せ
る
安
心
感
を
守
り
つ

つ
、
朝
昼
晩
を
通
し
た
線
と
し
て
寄
り

添
い
た
い
。
そ
こ
か
ら
有
料
老
人
ホ
ー

ム
へ
移
り
経
験
を
積
み
、
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
ウ
エ
リ
ス
オ

リ
ー
ブ
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

　
介
護
事
業
所
の
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本

に
入
職
し
た
の
は
昨
秋
の
こ
と
。
そ
こ

か
ら
研
修
期
間
が
あ
り
、
ウ
エ
リ
ス
オ

リ
ー
ブ
町
田
中
町
の
支
配
人
に
着
任
し

た
の
は
、
本
年
4
月
1
日
。
ご
入
居
者

さ
ま
に
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
か
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
っ

か
り
と
話
し
合
い
、
全
員
で
実
現
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支
配
人
の
役
割

　
ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
は
、
こ
れ
ま
で

の
自
由
な
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
場
所

で
す
。
こ
れ
は
、
い
ろ
い
ろ
と
制
限
の

あ
る
施
設
と
違
う
点
で
す
。
ご
入
居
者

さ
ま
の
生
活
に
寄
り
添
う
支
配
人
は
、

黒
子
に
徹
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
役
は
ご
入
居
者
さ
ま
で
す
。
考
え
方

や
生
活
習
慣
か
ら
の
行
動
な
ど
、
皆
さ

ま
の
人
生
の
背
景
を
慮
る
大
切
さ
を
忘

れ
ず
、
支
配
人
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
。

呼んだ？ zzzz
z...

月1回程度の日帰
りドライブでリフ
レッシュ。かき氷、
トウモロコシなど旬
なグルメを求めて
ひたすら走る！最
近は山梨を訪れ、
桃パフェを堪能し
ました。

元気の
源です！

ウエリスオリーブ
町田中町

七條 支配人

東京生まれ、横浜育ち。休日も高齢者福
祉の知見を深めるため講習などに参加し
たり、読書や調べ物をしたりして過ごす。
介護保険制度を活用した移動支援付き
イベントの実施を検討中です。最近の
ブームは無水カレー作り。

「ここよかったよ」とお
薦めの場所を聞いた
ら、周辺情報とルート
を調べてプランを立て
るのは七條支配人。
休日には少し遠出の
ドライブを楽しんでい
ます。

休日の
過ごし方

羽根つき餃子
完成！うまく焼
けて大満足！

←
伊豆シャボテン
公園内で放し
飼いのインドク
ジャク。飾り羽
が見事です。

シュークリーム
作りに挑戦した
こともあります。

→
三島のアジサ
イ。雨降る日で、
瑞 し々い自然を
満喫。

グルメも！

「ウエリスオリーブ東村山富士見町では、
地域福祉の協業として連絡会に加盟し
ています。会場は持ち回りで、6月27日の
回は“つなぐカフェオリーブ”で開催。そし
て、現地調理スタッフの得意技“フルーツ
カービング”も皆さまにご披露！“フルーツ
カービング”の起源は約700年前のタイ
王朝で、フルーツや野菜に花や鳥などの
模様を彫刻するもの。カフェでご覧のご
入居者さまからは『とてもきれい』と大好
評で、近く音楽イベントに合わせ皆さまへ
もお披露目予定です」（ウエリスオリーブ東
村山富士見町・大上支配人）

「6月22日、ケアレジデンスの食堂ラウン
ジに設えた落語の高座に落語好き夫妻
がご登壇。旦那さんの定年を機に落語を
お二人で本格的に学ばれ、今回は日頃
の練習の成果を披露してくださいました。
スイートルームのご入居者さまにも好評
で、今後も落語会を開催予定です」（ウエ
リスオリーブ成城学園前・大山支配人）

「6月10日の午後、訪問美容でお越しいただいて
いる現役美容師さんたちが、“湘烈歌謡ライブ
ショー”を熱演！ご入居者さまの前で華麗に歌っ
て踊る見事なパフォーマンスの披露に会場は大
盛り上がり、楽しいひと時を過ごしました」（ウエリ
スオリーブ鎌倉岩瀬・杉﨑支配人）

「ウエリスオリーブ津田沼では、月2
回のまちライブラリースタッフの在
勤時に、会員のご入居者さま、外部
会員さまが一緒に、絵本の輪読や
人形劇の準備をしています。現在は
秋予定の人形劇上演に向け、一生
懸命に取り組んでいます。ぜひ、ご
期待ください。また、絵本を音読した
り、アイデアを出しながら作業した
り、寄贈本の紹介があったりなど、和
気あいあいとした楽しい時間を過ご
されています」（ウエリスオリーブ津田
沼・萩原支配人）

「季節ごとに各種制作に取り組む〈物づくり
サークル〉が活動中！これまでも数々のアート
を制作し、作品を建物内で発表されてきまし
た。創作活動6月のテーマは、“あじさい壁画
作り”。折り紙であじさいを作り、最後に大きな
黒い紙に貼り付け仕上げました。カエルやカ
タツムリも添えて、楽しまれていました」（ウエリ
スオリーブ新小岩・小川支配人）

　
日
頃
よ
り
業
務
運
営
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
」
で
は
、

独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
運

営
懇
談
会
を
毎
年
一
回
、
各
物

件
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
入

居
者
さ
ま
、
ご
家
族
さ
ま
か
ら

の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

よ
り
よ
い
住
ま
い
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
ご
と
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
や
非
日
常
的
な
時
間
と

な
る
よ
う
な
鑑
賞
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
随
時
開
催
。
熱
中

症
お
よ
び
感
染
症
の
予
防
対
策

を
十
分
に
施
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
交
流
機
会
を
ご
提
供
で
き
る

よ
う
心
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
ご
入
居
者
さ
ま
の
安

全
と
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
貸
主
・
運
営
が
一
丸
と
な

り
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

非
日
常
的
な
時
間
で
、

暮
ら
し
に
潤
い
と
笑
顔
を
。

秋
の
イ
ベン
ト
を

お
楽
し
み
に
！

快
適
な
共
用
空
間
で
は

美
的
セ
ン
ス
が
輝
き
、

心
も
潤
う
創
作
活
動
！

「ウエリスオリーブ鵠沼松が岡では、四季ごとにプ
ロのヴィオラ奏者をお招きし、コンサートを開催す
ることとなりました。第1回目は5月18日で、季節に
合ったクラシックからご入居者さまと一緒に合唱
できる季節の音楽も演奏してくださいました」（ウエ
リスオリーブ鵠沼松が岡・荒木支配人）

「ご入居者さまのお知り合いという落語家・桂雀
喜さんのご協力を得て、6月15日に独演会（演目
『終活のススメ』）を開催。プロの間（ま）、呼吸は
絶妙でご鑑賞の皆さまはすぐに引き込まれ、笑い
の絶えない素晴らしい時間となりました」（ウエリス
オリーブ吹田千里丘・吉村支配人）

名パフォーマーたちが
素敵な時間を演出！

「6月22日、併設のデイサービスを会場に、伝
統芸能の歌舞伎を取り入れたマジックショーを
開催。スイートルームから10名以上、ケアレジ
デンスは30名、計40名以上のご入居者さま
が鑑賞され、合間に「あっぱれ！」などの掛け声
が飛び交い、とても喜ばれたご様子でした」（ウ
エリスオリーブ武蔵野関町・楢原支配人）

「5月2日、近隣にお住まいの
フローリストを講師に迎え、季
節の花を小箱に活けるワー
クショップを開催。一人ひとり
の思いや感性に寄り添い、
アロマテラピー効果も期待
できるとのこと。完成品には
講師のコメントを寄せ、写真
とともにお持ち帰りいただき
ました」（ウエリスオリーブ東村
山富士見町・大上支配人）

「〈皆で楽しく絵を描
こう〉会の創設をめ
ざし、6月にトライア
ル回を開催。ご参加
の皆さまは集中さ
れ、楽しそうに絵を
描かれていました。
『また参加したい』と
の声を受け、7月開
催も決定しました」
（ウエリスオリーブ町田
中町・七條支配人）

NTTグループがお贈りするサービス付き高齢者向け住宅「ウエリスオリーブ」からのご案内
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●ウエリスオリーブから近況のご報告   
●自分史〈22〉（津田沼）   ●ウエリスオリーブ独自の取り組みのご紹介
●スタッフ紹介（まちライブラリー）　●支配人紹介（鵠沼松が岡／町田中町）

主な内容オリーブ便り
だよ

Days
  in Olive
ウエリスオリーブでの
日々をご紹介！



　

ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
で
一
番
最
初
に
〈
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
が
併
設
さ
れ
た
の
は
、

ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
武
蔵
野
関
町
で
し
た
。

　

「
2
0
1
7
年
10
月
の
ま
ち
び
ら
き
イ
ベ

ン
ト
で
、
ご
入
居
者
さ
ま
、
近
隣
の
皆
さ
ま

へ
〈
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
の
ご
案
内
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

〈
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
は
、
利
用
者
が

本
を
持
ち
寄
り
寄
贈
、
蔵
書
が
増
え
成
長
し

て
い
く
私
設
図
書
館
で
す
。

　

「
特
長
は
、
持
ち
寄
っ
た
寄
贈
本
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
る
と
こ
ろ
。
次
に
読
ん
だ
方

が
感
想
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
書
き

連
ね
る
こ
と
で
、
本
が
人
と
人
を
つ
な
い
で

い
く
の
で
す
」

　

ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
に
配
置
の
ス
タ
ッ
フ

は
書
架
図
書
の
管
理
、
寄
贈
本
の
登
録
の
ほ

か
、
茶
話
会
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
・
実
施
や
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援

も
し
て
い
ま
す
。

　

「
母
方
の
実
家
が
本
屋
さ
ん
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
本
の
あ
る
世
界
が
当

た
り
前
。
母
は
図
書
館
へ
も
週
一
回
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
レ
コ
ー
ド
付
属
の
本

が
特
に
大
好
き
で
、
朗
読
を
聴
き
な
が
ら
ひ

た
す
ら
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ま
し
た
。
中
高
一

貫
し
て
図
書
委
員
を
務
め
、
学
校
司
書
に
勧

め
ら
れ
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
挑

戦
。
中
学
生
で
は
『
花
埋
み
（
は
な
う
ず
み
）
』

で
千
葉
県
代
表
と
な
り
、
高
校
生
で
最
優
秀

全
国
図
書
委
員
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
」

　

お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
図
書
委
員

と
し
て
住
民
同
士
を
つ
な
ぎ
、
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
げ
る
実
行
力
の
あ
る
野
村
さ
ん
。〈
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
の
提
唱
者
、
礒
井
純
充

さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
図
書
館
で
は
な
く
、

寺
社
で
の
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

「
神
谷
町
の
あ
る
お
寺
さ
ん
で
は
い
ろ
い

ろ
な
イ
ベ
ン
ト
や
傾
聴
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
本
の
イ
ベ
ン
ト

の
案
内
を
受
け
参
加
し
、
そ
の
時
は
礒
井
さ

ん
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
友
だ
ち
に
な
っ
た

だ
け
。
し
ば
ら
く
し
て
、
仕
事
を
辞
め
た
こ

と
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
で
報
告
す
る
と
、

す
ぐ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
の
で
す
」

　

大
阪
で
展
開
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
〈
ま
ち

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
の
仕
組
み
を
丁
寧
に
説
明

さ
れ
、
東
京
ス
タ
ッ
フ
第
一
号
に
選
任
さ
れ

た
の
で
す
。

　

「
あ
れ
は
10
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
ね
。

運
営
し
な
が
ら
〈
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
と

は
、
を
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。
徐
々
に
ス

タ
ッ
フ
は
増
え
、
今
で
は
約
30
名
が
東
京
で

活
動
し
て
い
ま
す
」

　

４
か
所
の
ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
で
活
躍
中

の
野
村
さ
ん
、
「
そ
れ
ぞ
れ
で
蔵
書
内
容
の

雰
囲
気
が
異
な
る
こ
と
も
面
白
い
し
、
ご
入

居
者
さ
ま
の
お
話
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
、

世
界
が
ぐ
ん
と
広
が
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
を
中
心
に
人
の
輪
が
広
が
る
〈
ま
ち
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
〉
に
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
ご
入
居
者
さ
ま
の

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

千葉県出身。これまでの職歴は多
彩で、リース会社で営業、マナー研
修講師、新聞社登録リポーター、訪
問介護ヘルパー。現在も続けている
のはご自宅を開放しての習字教室
講師。ご主人の赴任地タイ・バンコ
クでは、日本人学校で絵本読み聞か
せ活動も。新小岩・津田沼・鵠沼松
が岡・鎌倉岩瀬のウエリスオリーブ
の〈まちライブラリー〉で活躍中。

※ウエリスオリーブ併設の〈まちライブ
ラリー〉の一部は、外部者利用も可能
です。

まちライブラリー スタッフ
野村千里さん

\ スタッフ紹介 /

ご入居の皆さまの日々の生活を
陰ながらサポートしているスタッフに
スポットライトを当てて、仕事内容

＋アルファをご紹介
いたします。

ウエリスオリーブ　
まちライブラリー

併
　設

恒例になった家族旅行 4年前に病に倒れ、完全復帰後にはじまった、年に
一度の家族4人での旅行。今年は西表島へ。

昔飼っていたペット、ハリネズミの〈つむぎ〉。

★壮大な作品…『RRR』『バーフバリ』『恋する輪廻』
★社会的作品…『きっと、うまくいく』『パッドマン』
★ハートフル・面白い…『あなたの名前を呼べたなら』『マダム・
イン・ニューヨーク』『地上の星たち』『マッキー』『人生は二度
とない』『ディア・ライフ』『ハッピーニューイヤ―』　

推し俳優（出演作品）
★ナワーズッディーン・シッディーキー
　（『女神は二度微笑む』）
★シャー・ルク・カーン（『恋する輪廻』）
★アーミル・カーン（『地上の星たち』）

映画好きでよく観る
野村さん
おすすめの

作品

映画好きでよく観る
野村さん
おすすめの

作品

持ち寄った本でできた共有本棚が図書館となる まちライブラリーの仕組み

次に読んだ人が、
感想を書き

連ねていきます！

2
イベントや
懇親会を開催！
本をきっかけに
つながりが
生まれます！

4
呼び掛けて、
みんなで本を
持ち寄ります！

1

持ち寄った本には、
メッセージを記入 !

本をきっかけに
話がはずみます！

3
本を持ち寄り
その場に独自の
本棚ができる！

2022年1月から毎月1回、第4水曜日に実施
しています。絵手紙の未経験者も参加され、描
き方にはあまりこだわらず、自分らしく自由に創
作を楽しまれています。絵の素材は切り花や野
菜、果物など季節のものをご用意。道具の準
備や片づけは、ご参加の皆さまで和気あいあい
とされています」（ウエリスオリーブ成城学園前）

「ボランティアスタッフが小物雑貨の作り方
をご案内し、一緒に制作する活動です。ネッ
トで調べて作成した見本をお見せし、材料は
ご相談して100円均一で調達。日頃お世
話になっている方やお孫さんへのちょっとし
た贈り物として、たくさん作られる方も！」（ウ
エリスオリーブ東村山富士見町）

◯もっと自由な絵手紙

「２０２３年８月にはじまった月例コリントゲーム大会
は、毎回２０名前後が参加される人気イベント。今
年6月に第１９回目を迎えました。１ゲームに一人１０
個のビー玉をはじき、２ゲームの合計点数を競いま
す。ゲーム後は茶菓子をご提供してのお茶会も催
し、ご入居者さま同士の交流機会となっています」
（ウエリスオリーブ武蔵野関町）

◯コリントゲーム大会 ◯小物雑貨作り

本の寄
贈を

お待ち
して

おりま
す！

主催のイベントをご紹介！（一例）

4・5月

5・6月

フェイクレザーの
小物入れ

マスキングテープで
作るキーホルダー

〈まちライブラリー〉提唱者 礒井純充（いそい・よしみつ）さんプロフィール／1981年、森ビル株式会社入社。社会人教育機関「アーク都市塾」や産学連携の会員制図書館「六本木アカデミーヒルズ」
などを立ち上げる。2011年より、本を介して人と人がつながる場〈まちライブラリー〉の提唱者として活動を続ける。第1号館は大阪の実家で開設。

『最初の質問』
講談社／詩・長田弘、
絵・いせひでこ

『博士の愛した数式』
新潮社／小川洋子著

ウエリスオリーブ津田沼で
一番メッセージが多い一冊！

ウエリスオリーブ津田沼で
野村さんが好きな一冊！

日本映画も
大好きです！

随時
募集中！

あなただけの物語、「自分史」を「オリーブ便り」に掲載しませんか？
「オリーブ便り」編集スタッフがお話をうかがい、あなたの「自分史」を記事にまとめます。大切にしてきたことやもの、思い出話などをぜひお教えください。ご興味がありましたら、コンシェルジュスタッフまでお声掛けください。

―
―
外
国
語
が
と
て
も
堪
能

と
の
こ
と
。

相
澤
さ
ん 

大
学
の
ゼ
ミ
で

の
テ
ー
マ
は
、
東
南
ア
ジ
ア

経
済
で
し
た
。
日
本
人
が
海

外
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
頃
で
、
必
須
と
思
い
英
語

を
勉
強
し
ま
し
た
。
あ
と
は
、

仕
事
で
の
赴
任
地
で
い
く
つ

か
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ド
イ

ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国

語
な
ど
で
す
ね
。

―
―
学
生
の
頃
か
ら
世
界
を

見
て
い
た
の
で
す
ね
。

相
澤
さ
ん 

大
学
最
後
の
春

休
み
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
一
人

で
渡
り
ま
し
た
。
当
時
の
エ

ア
チ
ケ
ッ
ト
代
は
東
京
に
一

軒
家
が
買
え
る
ほ
ど
高
額
で
、

私
は
フ
ラ
ン
ス
行
き
の
船
に

乗
っ
て
途
中
下
船
。
三
等
室

は
船
底
で
、
夢
を
持
っ
た
若

者
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

今
も
メ
ー
ル
を
交
わ
す
よ
い

仲
間
で
す
。

―
―
海
外
生
活
は
長
か
っ
た

の
で
す
か
？

相
澤
さ
ん 

入
社
10
年
ほ
ど

で
国
際
業
務
に
就
き
、
欧
米

で
資
金
調
達
や
社
の
役
員
に

同
行
し
通
訳
も
し
ま
し
た
。

一
番
長
か
っ
た
の
は
ブ
ラ
ジ

ル
で
、
国
民
食
〝
フ
ェ
ジ
ョ

ア
ー
ダ
〞
と
い
う
豆
入
り
煮

込
み
肉
料
理
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
串
焼
き
に
す
る
〝
シ
ュ

ラ
ス
コ
〞
は
お
薦
め
で
す
。

―
―
グ
ル
メ
家
な
ん
で
す
ね
。

相
澤
さ
ん 

い
え
い
え
（
笑
）
。

趣
味
と
い
え
ば
私
は
自
然
が

好
き
で
、
山
歩
き
、
冬
山
登

山
や
ス
キ
ー
三
昧
。
冬
の
山

は
本
当
に
美
し
く
、
雪
原
に

点
々
と
し
た
動
物
の
足
跡
に

も
感
動
し
ま
す
。
国
内
外
問

わ
ず
、
決
ま
っ
た
仲
間
に
登

山
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
出
か

け
て
い
ま
し
た
。

―
―
今
は
お
休
み
中
？

相
澤
さ
ん 

え
え
。
昨
秋
の

こ
と
、
友
人
の
誕
生
日
パ
ー

テ
ィ
ー
に
招
待
さ
れ
イ
タ
リ

ア
の
ベ
ニ
ス
を
め
ざ
し
ま
し

た
。
途
中
、
友
人
の
都
合
で

予
定
変
更
と
な
り
、
他
所
も

巡
り
調
整
し
た
の
で
す
が
、

寒
暖
差
が
激
し
く
て
。
帰
国

後
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
4
か

月
入
院
し
ま
し
た
。

―
―
入
院
中
、
リ
ハ
ビ
リ
を

頑
張
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

相
澤
さ
ん 

正
月
も
リ
ハ
ビ

リ
を
し
ま
し
た
よ
。
右
側
こ

そ
不
便
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
う
し
て
自
分
の
足
で
歩
け

て
い
ま
す
。
今
も
会
合
に
参

加
す
る
た
め
都
内
へ
出
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
都
内
で
会
合
で
す
か
？

相
澤
さ
ん 

実
は
、
定
年
退

職
後
に
誘
わ
れ
て
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
に
入
職
、
副
理
事
長
は
卒

業
さ
せ
て
も
ら
い
、
今
は
顧

問
を
務
め
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
関
係
の
？

相
澤
さ
ん 

海
外
支
援
で
す
。

ア
ジ
ア
を
中
心
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
建
設
や

学
校
教
育
支
援
で
は
パ
ソ
コ

ン
提
供
な
ど
。
教
育
が
後
の

人
材
育
成
に
な
り
、
社
会
発

展
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

―
―
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！

相
澤
さ
ん 

外
出
機
会
も
多

く
、
自
由
に
暮
ら
せ
る
場
所

を
求
め
て
い
ま
し
た
。
安
心

で
安
全
、
か
つ
快
適
な
住
ま

い
で
、
自
宅
に
近
い
こ
ち
ら

を
選
び
ま
し
た
。
今
の
目
標

は
、
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
み
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
日
常
を
取
り

戻
す
こ
と
で
す
。

社
会
貢
献
に
身
を
尽
く
す
人
生

自
分
史

学
生
時
代
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に
興
味
を
持
ち
、自
分
の
身
を
役
立
て

た
い
と
切
望
さ
れ
た
相
澤
さ
ん
。今
も
広
く
世
界
と
つ
な
が
る
、と
て
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
生
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

1943年、満州の奉天で誕生。戦後
引き揚げ、母方の実家へ。学生時代
から語学を習得し、世界に役立つ人
材となり、社会貢献をめざされました。

相
澤
紘
史
さ
ん

「
ウ
エ
リ
ス
オ
リ
ー
ブ
津
田
沼
」ご
在
住

第
二
十
二
回

日光の雪山で動物の足跡を探しながら。

氷河を眺めながら登山し、山小屋ブレスラウ
アー・ヒュッテへも。標高は2,844m。
（オーストリア・アルプスにて）

オーストリアの山では、10月に大雪に見舞われ
ることも多い。

ウエリスオリーブ
独自の取り組み

ウエリスオリーブでは、ご入居者さまの
生活をよりよいものにするため、真摯に
取り組んでいます。

桜PROJECT2025
3月24日～4月4日の2週間、ウエリスオリーブでは、
今春も桜の展示を実施しました。

ウエリスオリーブ各物件で2024年度
運営懇談会を実施いたしました。

暮
ら
し
に
潤
い
を

季
節
を
愛
で

住
ま
い
を
よ
り
快
適
に

ご
入
居
者
さ
ま
の
声
を
う
か
が
い

ご入居者さまだけではな
く、来訪されたご家族さ
まからも、「素敵！きれい
ね！」「お花見をした気持
ちになれる」「毎年楽し
みにしているわ」という
言葉をいただきました。

運営懇談会

ウエリスオリーブ町田中町ウエリスオリーブ武蔵野関町

ウエリスオリーブ東村山富士見町

ウエリスオリーブでは、コロナ禍中を除き、対面
による貸主・運営との意見交換をする場として
運営懇談会を各物件ごとに開催しています。
毎回、ご入居者さま、ご家族さまからさまざまな
ご意見を頂戴しております。真摯に受け止め、
より快適により安心してお住まいいただけるよ
う、貸主・運営ともに努力してまいります。
ご参加いただいた皆さまに感謝申し上げます。
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